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「安全・安心」を目指す農業環境研究

上路 雅子企画調整部長

科学技術の進歩は

目覚しく、開発され

た新しい技術や製品

が、われわれの生活

の向上に大きく寄与

しています。また、

国民の健康志向は限

、 、りなく高く 今後も

経済的に安定し、安

全で安心感をもてる生活を求め続けていくとい

えます。

しかし、科学は万能でなく 「安全」である、

と確立された技術や製品も、将来にわたって安

全であり続ける保証はありません。例えば、第

二次大戦以降、ニカメイチュウ、ウンカなどの

農業害虫や、シラミ、蚊などの衛生害虫の防除

用殺虫剤として使用された は、農作物のDDT
増産や生活環境の整備に極めて有効な役割を果

たしました。しかし、 年、米国のレィチ1964
ェル・カーソンの著による「 」のSilent Spring
なかで、 は難分解性で土壌や生物体内にDDT
長期間蓄積することが指摘され、わが国におい

DDT DDTても の使用が禁止されました この、 。

、 、に代わって と同様の効果を保持しつつDDT
分解しやすい化学構造をもつ殺虫剤が開発さ

れ、現在でも、この分解性が農薬開発の重要な

条件です。安全なものを求めていくことは、自

動車の排ガス問題の解決やダイオキシン類の焼

却・燃焼施設からの排出量の削減等々、科学技

術の進歩によって達成されていくところが大き

いといえます。また、最近話題になった内分泌

かく乱物質（いわゆる環境ホルモン）による生

態影響のように、新たな問題が生じることも予

想されます。このような時に、対応すべき技術

の開発に直ちに取組むことが求められていま

す。

当所の研究目標は、土壌や生物などの農業環

境資源を次世代に継承していくとともに、農業

環境を保全し、食の安全・安心を確保すること

POPsです 現在 カドミウム ヒ素等重金属や。 、 、

（残留性有機汚染物質）などの化学物質、遺伝

子組換え農作物や侵入・導入生物、並びに温暖

化にみられる地球環境の変動などによる農業生

態系への影響を評価し、そのリスクを軽減する

技術の開発が緊要となっています。そのため、

精度の高い分析・評価手法に基づき、環境中に

おける実態把握、リスクの評価と軽減技術の開

発など、調査研究の内容は広範囲です。農業環

境研究では、土壌、気象条件などの異なる環境

要因と、生物や化学物質などとの複雑な関係を

無視することはできません。場合によっては、

異なる研究分野と連携をとることで効果的な研

究の発展も見込まれます。所内での共同研究は

勿論のこと、国内外の多くの研究者との協力体

制を構築することが望ましいと考えます。

近年 「食の安全・安心」に対し強い要望が、

。「 」 、 、あります 安全 については 上記のように

その時代に対応可能な科学的知見や技術によっ

て、ある一定の解決策を提示することが可能で

しょう。しかし 「安心」については、社会的、

な合意を得ることが非常に難しいと言わざるを

えません。安心と認める尺度は、国民ひとりひ

とりによって、その立場や生活実態などで大き

。 、く異なります 農業環境研究に携わる者として

多くの科学的知見を分かりやすい形で的確に提

供し、国民と信頼できる相互関係を日常的に作

っておく努力が必要です。


